
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 私事ですが、私の母は2年前に他界しました。生前の元気な時は同居していました。回想すると母は、高齢者と言われ

る年齢になっても、私や妻、子どもたちが出かける時、それぞれが出かけるタイミングで、ほぼ毎日玄関先まで出て、

「いってらっしゃい」と見送ってくれました。私自身は、当時、成人してから長い月日が経ち、子どももいる年で母親に見

送られると少々、照れを感じていましたが。ある日、母に尋ねてみました「どうして、毎朝、(孫はともかく)私や妻まで見

送ってくれるのか？」と。  

答えは「習慣だから」という簡単なものでした。母は子どもの頃から自分の父親を毎朝見送っていたそうです。戦前、

戦中育ちの母は、戦争でいつ親と死に別れるかという不安の中、この見送りが親を見る最後になるかもしれないと常

に思っていたのでしょうか。また、早くに母親を亡くしているので、長女であった母は、兄弟姉妹の面倒を見る母親代わ

りとなっていたのもあり、家族を玄関先で見送る習慣がついたようです。私の問いに対する母の答えで「孫が出かける

のを(心配で)放っておけない」とも言っていました。孫である私の小1(当時)の娘にもきいてみました。「いつも、ばあ

ばが、『いってらっしゃい』と見送ってくれるとどんな感じ？」、すると、「安心する！見守ってくれている感じ」と答えまし

た。毎日の何気ない習慣、声かけの繰り返しの中で、娘は、知らぬ間に「私は家族に見守られている」と刷り込まれ、安

心感を覚えるようになっていたのだと気付きました。 

「小1の壁」という言葉が、教育問題のひとつになっていますが、昨今の日本の社会状況や日本の労働者の生活スタ

イルから考えると、子どもの登校より早い時間に家を出なければいけなかったり、健康寿命も延び、労働者の年齢層が

上に拡がっている状況から、「じいじ、ばあば」も働いていて、家族の中で子どもが最後に家を出るというご家庭も多

かったりすると思います。そんな中、昭和のホームドラマの朝の1コマのようなことを美化するつもりはないし、全ての

保護者やご家族にお願いするものではありません。ただ、私は自分の母親の朝のルーティーンというか習慣を通して、

親や祖父母が子どもや孫を思う愛情というものは、普段の何気ない習慣や声かけの繰り返しの中で、自然に子どもた

ちに伝わっているのだなと認識しました。また、そんな何気ない習慣や声かけに有難さを感じ、それから感じる安心感

もあるのだなと思っています。 

毎朝、子どもを見送るのは現実的ではないし、毎日の習慣としては難しいこともあると思いますが、帰宅時や、週に1

回(例えば、家族全員が休みの日だけは朝ご飯を一緒に食べるとか、週1回は親子で夕飯の買い物にいくとかなど) 

気軽にできることを家族の習慣にしたり、その習慣の中で子どもに何気ない声をかけたりすることで、子どもの安心感

が徐々に醸成されるのではないでしょうか、そして、家庭の中にも子どもの居場所があることにつながるのではないで

しょうか。 

 入間川小の児童は学校内では本当に笑顔で表情豊かに教職員にあいさつしてくれます。しかし、登校指導で登校中

の様子を見ると、元気のないあいさつだったり、こちらからあいさつしても返事がなかったりする場面がよく見られま

す。児童の地域の中でのあいさつには課題がのこります。 

 まずは保護者のみなさんや地域、学校の大人から、粘り強くあいさつする、声をかけるといった何気ないことを習慣

化し、「あなた（児童）のまわりの大人はいつもあなたを見守っていますよ」というメッセージを送ることで、子どもに安

心感をあたえれば、時間はかかりますが子どもたちの地域でのあいさつも向上していくと信じます。 

狭山市で一番気持ちの良いあいさつのできる小学校にしたいですね。 
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日 曜 ５月の主な行事 

1 金 講話朝会  

2 土  

3  日 憲法記念日 

4 月 みどりの日 

5 火 こどもの日 

6 水 振替休日 

7 木 スキルアップＴ 委員会 

8 金 知能テスト２４年 ６年生社会見学 

9 土 

土曜授業日 学校公開 

５年宿泊学習説明会 

お迎え訓練 

10 日  

11 月  

12 火 チャレンジＴ 

13 水 県学調６年 

14 木 
県学調５年 耳鼻科検診 

クラブ 

15 金 読書Ｔ 県学調４年 

16 土   

17 日  

18 月 
新体力テスト週間 

１年生心電図検査 

19 火 児童朝会 尿検査 

20 水 尿検査 

21 木 スキルアップＴ 全学年５時間授業 

22 金 
読書Ｔ 集金日 

交通安全教室 

23 土  

24 日  

25 月  

26 火 音楽朝会 眼科検診 

27 水  

28 木 スキルアップ T 内科検診 クラブ 

29 金 読書Ｔ いきいきＴ 

30 土  

31 日  

   5月生活目標 「友だちをたくさんつくろう」 

友だちは、待っているだけではなかなか増えません。まず

は、自分から『おはよう』『一緒に遊ぼう』『大丈夫？』と声

をかけてみましょう。友だちづくりで大切なのは、相手の名

前を呼ぶこと、相手の話を聞くこと、よいところを見つける

ことです。今月は、まだあまり話したことのない人にも、自

分から一歩近づいてみましょう。 

4月21日（火） 

一年生を迎える会 

1 年生を歓迎する 2～6

年生のあたたかい気持ち

が伝わりました。 

4月23日（木） 

全国学力学習状況調査 

6年生がこれまでの学習

の成果を出すため、真剣に

取り組んでいました。 

入間川小の児童は芸術活動もがんばります！ 

いずれも4月28日（火） 

左上の写真は3年生対象のリコーダー講習会です。 

右上は音楽朝会で、１年生が練習した効果を全校児童の

前で披露してくれた様子です。 

大型連休中の悩み事電話相談「悩んだら相談！」 

彩の国 よりそうみんなの電話・メール教育相談 

(子供用 高校生まで可) 

 

Tel：#7300又は0120-86-3192 

e-mail: soudan@spec.ed.jp  

＊e-mailの相談は月曜日～金曜日：9時～17時 

 

(保護者用）Tel：048-556-0874 

＊e-mailは子ども用と同じアドレス 

mailto:soudan@spec.ed.jp

